
通告順位 1 番 氏　名 小川　克也 質問形式： 一問一答

新しいまちづくりの起爆剤として

通告順位 2 番 氏　名 石川 　敏 質問形式： 一問一答

諸施策事業の特定財源の充当について問う

令和２年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

　１．件名

　　　昨年村制施行１３０周年を終え、第六次大衡村総合計画が本年度からスタートすることに合わ

　せ、本村の魅力、特性をさらに内外に発信し、本村の状況の変化や住民ニーズ等を的確に捉え、

　新しいまちづくりを、進めることが求められる、今後行われる新事業等に対しての方向性を問う。

　 　２．財政調整基金等各種基金の取り崩しの判断基準は

   ３.実施計画や辺地総合計画における各年度の事業選択の考え方は

　　 ４．今後の村財政における特定財源の見通しと財政運営方針は

　　　  にあたっての考え方は

　　１．ゆるキャラは、地域活性化の大きな力になると考えられる。新ゆるキャラ「ひら麻呂」はどの

　     　ような戦略を持ち、、知名度を高めていくのか

　　２．ホームぺージのリニューアルが計画されているが、進捗状況はどのようになっているか

　　３. 大衡村役場前に郵便局建設が予定されている。今後起こりうる災害発生時等において協力

　１．件名

　　　村の諸施策事業は総合計画に基づき、実施計画を策定し、年度毎に実施されているところで

  　ある。各事業の執行にあたっては、財源として各種補助金や起債、基金等が充てられているが、

  　その充当の考え方を問う。

 　  　また、村の財政運営は公共施設の更新等も控え、厳しい状況になることが予想されるが今後の

　　  　体制を強化するため、地域における協力に関する協定締結をしてはどうか

　方針について伺う。

　　 １．特定防衛施設周辺調整交付金、社会資本整備総合交付金、辺地債等の特定材財源の充当
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令和２年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 3 番 氏　名 佐々木　金彌 質問形式： 一問一答

演習場内における用水路の整備について

通告順位 4 番 氏　名 赤間　しづ江 質問形式： 一問一答

村民に親しまれ機能を発揮できる旧幼稚園舎の改修を

　　 ５．書籍に直射日光は大敵である。図書室書架等の配置については、専門家の意見も

　　　  参考にし、最良の方法を考えるべきではないか

         ではないか

　１．件名

　　　 王城寺原演習場への立入りは、沖縄からの米軍移転射撃訓練によるフェンスの作成や入場

　　禁止等により、住民の立入りを制限している。一方金洗堰用水路本流から地区外（民地）にある

  水路まで、水の確保が不明となった所が随所にあり、住民からの要望が多く出ている。

   これまで国や補償工事事務所の理解のもとに水路工事等に多くの事業が成されてきて

  　おり、地元でも感謝しているが、残された課題に対し、村としてどのように対処していくのか伺う。

 　  ４. 旧園舎は、横長の建物で、トイレが東よりに１箇所である。動線上無理があるの

　１．件名

　　　旧幼稚園舎は、心のケアハウス、シルバー人材センター、図書室等の機能を持つ多目的施設

　として利活用するとの方針が示された。今後、永続的に使う施設であり、村民の交流促

　進のため、そこで勤務する職員の環境としても、きちんとした整備が望まれる。

　 　１．進入路が村道に対して鋭角であり、平坦でないため村道に出る際の見通しも悪い。安全上

　 　　  問題がある。スクールゾーンの最も注意しなければならない地点でもあり改善を要す

　 　２．経年劣化による施設壁面の亀裂補修が急務である。また屋根補修の必要はないのか

　　 ３. 心のケアハウス利用者のプライバシーに十分な配慮を望む
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令和２年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 5 番 氏　名 髙橋　浩之 質問形式： 一問一答

万葉の森等のヤマユリの保護と新たな資源としての活用を

通告順位 6 番 氏　名 佐野　英俊 質問形式： 一問一答

村誌編さん事務について

子どもの心のケアハウスの設置について

　　　おおひら子どもの心のケアハウスの設置は、学校復帰や社会的自立を目指す児童生徒の

　 　２．黒川地域行政事務組合が設置する適応指導教室との連携や調整が難しくなるのでは

　の点について伺う。

　　　村誌編纂室長を配置し進めてきた村誌編さん事務が、総務課長の兼務による事務体制

　となったが、次の点について伺う。

　 　１．現体制における村誌編さん事務の進捗状況は

　 　２．今後どう進めるのか

　2．件名

 　植物の増殖もみられることから、今後のヤマユリの具体的な保護対策を考えているのか伺う。

　 　現在、ヤマユリは７月に咲く花を見る観光資源のみの活用である。しかしユリ根は古来より

　 食用として珍重され、今でも日本料理や和菓子に利用されている。これからの大衡村の特産

 　品として、食材としてだけではなく農地利用作物としてのヤマユリの活用を考えてはどうか。

　居場所づくりとなり、不登校対策の充実が図られることから大きく期待されるが、次

　 　１．数年前に設置の市町もあるが、本村での設置が今年度になった事由は

　１．件名

　 中旬頃より甘い香りを放つ白い花を求めて、多くの来場者が訪れている。また大衡城のヤマ

 　ユリも年々花の咲く範囲が広がっていて春の桜と共に、大衡の観光スポットの名所として認知

 　されて来ている。

　 　 しかし近年のイノシシ被害の拡大に伴いヤマユリも危険に晒されている。また、色々な外来

　１．件名

　　　万葉の森には、国内有数規模で67,800株とも言われるヤマユリが群生しており、毎年７月
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令和２年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 7 番 氏　名 小川　ひろみ 質問形式： 一問一答

田んぼのオーナー制度を

インフルエンザ予防接種の事業拡大を

マイナンバーカードについて

　　１．本村における農業従事者の年齢はどのような状況であるか

　 　２．後継者対策としての育成をどのように考えているか

　 　３．就農者と消費者との交流を図り、農業の魅力と重要性をアピールする取り組みとして、田

　 　　んぼオーナー制度を考えては

　１．件名

　　　農業人口の多くが６５歳以上という現状であり、農業の高齢化と後継者不足が懸念されている。

  村でも様々な対策をし、模索しながら今後の施策をしているが、農業を取り巻く環境は

 　年々厳しさを増しており、これからは若い人材を少しでも確保することが大事と考える。

  　　田植え・稲刈り・田んぼ見学・草刈などを含めた体験型田んぼのオーナー制度を考えては。

　 　　 与えている。学習の遅れ等も懸念される中で、インフルエンザによる出席停止はだいたい

　 　　6日間である。子供たち(０歳～１８歳）へのインフルエンザ予防接種を無料にできないか

　 　３．コロナウイルス感染により、就労に大きく影響している方々もいる。特に自営業等の方々

　 　　　は、厳しい状況にある。自営業の方（国保加入者）へのインフルエンザ予防接種補助金を

　３．件名

　２．件名

　　 新型コロナウイルス感染症は未だに終息をする気配が見えない状況である。これから冬に

　 　１．インフルエンザ予防接種無料の対象と接種率は

　 　２．コロナウイルス感染により、突然の学校休校は子供たちの授業時数にも大きな影響を

 　向けインフルエンザの流行期になる。日本感染症学会は、今冬のインフルエンザ予防接種を

　 強く推奨している。

　　　　 考えては

　 　２．健康保険証として利用できるようになるのはいつか

　 　３.　郵送・パソコン・スマートフォン・まちなかの証明写真機から取得方法が選べるようだが、

　 　 　 役場窓口でもできるのか

　 　４．本村でもコンビニ収納が始まるようになるが、証明書等がコンビニ発行できるようにする

　  　５. カード取得のメリット・デメリットは

　　マイナンバーカードを取得していない人は、早めに取得するようにというチラシが、国保の

　保険証と共に同封されて来た。マイナポイントについても書かれているが、現在の状況は

　どうなっているのか。マイナンバーカード取得のメリットは何か。デメリットとして考えられる

　ことはあるか。

　 　１．本村の交付率の状況は

　       　 取り組みは
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令和２年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 8 番 氏　名 佐々木　春樹 質問形式： 一問一答

　　　

　２．件名 今後の行事は

　 　新年会・成人式はどのように考えているか。

   と思っても、二の足を踏んでしまう状況がある。

   　そこで、村民開放日を設定し、その日は村民でパークゴルフを楽しめる。勝ち負けではなく、

　１．件名

    　コロナ渦で村のイベント、村民体育大会、各種まつり、各地区のイベントも自粛している。

   村として、何かできることはないか。

  　  村には、立派なパークゴルフ場が有るが、上級者や村外の方々でいつもいっぱいである。

　 パークゴルフをしたことがない村民も多くいると思う。しかし、パークゴルフをこれからしてみよう

パークゴルフ場の村民開放日を設けてみてはどうか

　皆で楽しむイベントを企画してみてはどうか。
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